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野洲市コミュニティバス路線再編について 

(1) 再編の背景 

野洲市では、令和６年６月に策定した「野洲市地域公共交通計画」において、「多様な人々のニーズに応

じた安心・安全な移動手段の確保～あふれる笑顔を運ぶ安全・安心な地域公共交通～」を基本理念に掲げ、

その施策に「施設の再編等を踏まえたネットワーク再構築」を位置付けています。 

市内の施設再編等では、令和９年３月１日に市立野洲地域医療センター（以下「地域医療センター」とい

う。）の開院が予定されています。 
 

(2) 再編の目的 

令和９年３月に予定している地域医療センターの開院に伴う民間路線バス「永原循環線」のダイヤ改正に

合わせてコミュニティバス「おのりやす」（以下「コミバス」という。）を再編し、地域内公共交通の主体

である民間路線バスと、それを補完するコミバスの役割を整理し、地域公共交通全体の最適化を図ることを

目的としています。 

なお、再編の時期としては、令和９年３月１日を予定しています。 
 

(3) 再編の考え方 

課題  コンセプト 

外部要因 市内施設の再編 

利用実態 ｢積み残し｣の発生 

 ｢空バス｣の批判 

住民ニーズ ｢便数｣への要望 

運行経路 複雑な経路 

 1便あたりの運行時間

の長さ 

 バス停環境の改善 

運行ダイヤ 遅延の常態化 

輸送者 バス担い手不足や労

働法規遵守 

 運行経費の増大 

 他サービスとの連携・

役割分担 

その他 他地域における｢新し

い地域公共交通｣動向 
 

 

路線バスの 

サービスを 

踏まえた再編 

とする。 

・担い手不足のなか、住民ニーズの高い「便数」確

保のため、地域公共交通全体としてサービスレベ

ルを高める。 

継続可能な 

輸送形態とする。 

・おのりやすの運行態様は、路線定期運行とする

（現状と同様に、路線や時刻表を定めて運行）。 

利用実態を 

踏まえた再編 

とする。 

・野洲駅を運行の拠点に置く。 

・地域医療センターへのアクセスは、近江鉄道㈱が

運行する野洲駅からの永原循環線を基本とする。 

・コースは、方面別に各１コースを設定し、各１車

両で運行することを基本とする。 

・中央循環コースを増強し、市内拠点の巡回を行

う。 

運行事業者の 

シーズを踏まえた 

実現可能な内容 

とする。 

・現有車両の活用を基本とする。 

・車庫は総合体育館とする。 

・担い手不足のなか、運転士の負担軽減を図る。 

 

(4) 今後のスケジュール 

・令和８年７月 30日 令和８年度第２回野洲市地域公共交通会議にて再編案確定 

・令和８年８月４日 野洲市自治連合会役員会にて報告 

・令和８年８月～ 関係機関への諸手続、周知・広報、バス停移設等準備期間 

・令和９年３月１日～ ダイヤ改正に伴う運行開始 
  

資料１ 
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(5) 地域公共交通ネットワーク 

野洲市の地域公共交通のネットワークは、次のように示します。 
 

 

 
 

図 野洲市の地域公共交通ネットワーク 
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表 地域公共交通の役割 

 

位置づけ 役割 モード 路線等 

 地域公共交通[軸]   

都市圏軸 

野洲市のみならず、滋賀県外までつながるネットワー

クの骨格。 

通勤、通学をはじめ、生活、観光まで幅広い移動を担う。 

鉄道 
・JR 西日本 琵琶湖線 

（東海道本線） 

地域軸 
野洲市と近隣市の拠点間を広域的に連絡する、地域の

大動脈。通勤、通学を中心に、日常生活の移動を担う。 
路線バス 

・近江鉄道 服部線、野洲村田線、

八幡野洲線 ほか 

・滋賀バス 湖南野洲線 

補助 

地域軸 

主として野洲市内の拠点間を連絡する、地域の動脈。通

勤、通学、通院、買物等の移動を担う。 
路線バス 

・近江鉄道 吉川線、永原循環線 

ほか 

地域内 

支線 

各拠点から集落等を結ぶ、地域住民移動の静脈。 

通院、買物等の日中の生活移動を担う。 

おのり 

やす 
・各路線 

面的交通 

上記の“線”で担えない小さな需要に対し、細街路まで

ドアツードアでむすぶ毛細血管。生活や業務等の移動

を担う。 

乗用 

タクシー 

・光タクシー 

・近江タクシー 等 

 その他交通   

福祉交通 
身体的条件等により、地域公共交通の利用が難しい人

の移動を支えるセーフティネット。 
－ 

・福祉有償運送 

・福祉タクシー 
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(6) 再編内容 概要 

① 近江鉄道㈱永原循環線 

地域公共交通計画で補助地域軸と位置づけており、地域医療センターへの通院及び通勤の手段確保にむけ、

現行の便数に対し、増便したダイヤ改正案での運行を予定しています。 

なお、朝夕は、地域医療センターの通勤・退勤輸送のため、特に便数を確保しています。 

[参考]｢おのりやす各コースの病院乗り入れ｣に 

   対する｢近江鉄道永原循環線活用｣の主な比較 

○旅客定員 12名のおのりやす車両に対し、永原循

環線の大型バスは約 60名の定員を備えており、

輸送力が向上することで、病院関係者の通勤を含

め積み残しが発生しにくい 

○車いすでの乗車が可能 

×地域医療センターの構造上、永原循環線車両は敷

地内乗り入れが難しい 

○おのりやすの便数は維持が可能 

×おのりやすからは野洲駅での乗換えが前提 

 
図 永原循環線路線図 

 

表 永原循環線ダイヤ（案） 

野洲北

口 
久野部 

富士美

台 

生和神

社前 

冨波会

館前 

総合体

育館前 

総合体

育館東 

家棟団

地 

永原住

宅前 

冨波会

館前 

生和神

社前 

富士美

台 
久野部 

野洲北

口 
 
土日

祝 

        6:40 6:40 6:41 6:42 6:43 6:47   

        7:13 7:13 7:14 7:15 7:16 7:20   

7:32 7:33 7:35 7:36 7:37 7:38 7:39 7:39 7:40 7:40 7:41 7:42 7:43 7:54  〇 

8:00 8:01 8:03 8:04 8:05 8:06 8:07 8:07 8:08 8:08 8:09 8:10 8:11 8:22  〇 

8:35 8:36 8:38 8:39 8:40 8:41 8:42 8:42 8:43 8:43 8:44 8:45 8:46 8:57  〇 

9:05 9:06 9:08 9:09 9:10 9:11 9:12 9:12 9:13 9:13 9:14 9:15 9:16 9:27  〇 

9:35 9:36 9:38 9:39 9:40 9:41 9:42 9:42 9:43 9:43 9:44 9:45 9:46 9:55  〇 

10:35 10:36 10:38 10:39 10:40 10:41 10:42 10:42 10:43 10:43 10:44 10:45 10:46 10:55  〇 

11:05 11:06 11:08 11:09 11:10 11:11 11:12 11:12 11:13 11:13 11:14 11:15 11:16 11:25  〇 

11:35 11:36 11:38 11:39 11:40 11:41 11:42 11:42 11:43 11:43 11:44 11:45 11:46 11:55  〇 

12:35 12:36 12:38 12:39 12:40 12:41 12:42 12:42 12:43 12:43 12:44 12:45 12:46 12:55  〇 

13:05 13:06 13:08 13:09 13:10 13:11 13:12 13:12 13:13 13:13 13:14 13:15 13:16 13:25  〇 

13:35 13:36 13:38 13:39 13:40 13:41 13:42 13:42 13:43 13:43 13:44 13:45 13:46 13:55  〇 

14:35 14:36 14:38 14:39 14:40 14:41 14:42 14:42 14:43 14:43 14:44 14:45 14:46 14:55  〇 

15:35 15:36 15:38 15:39 15:40 15:41 15:42 15:42 15:43 15:43 15:44 15:45 15:46 15:55  〇 

16:05 16:06 16:08 16:09 16:10 16:11 16:12 16:12 16:13 16:13 16:14 16:15 16:16 16:25  〇 

17:05 17:06 17:08 17:09 17:10 17:11 17:12 17:12 17:13 17:13 17:14 17:15 17:16 17:27  〇 

17:35 17:36 17:38 17:39 17:40 17:41 17:42 17:42 17:43 17:43 17:44 17:45 17:46 17:57  〇 

18:05 18:06 18:08 18:09 18:10 18:11 18:12 18:12 18:13 18:13 18:14 18:15 18:16 18:16  〇 

18:35 18:36 18:38 18:39 18:40 18:41 18:42 18:42 18:43 18:43 18:44 18:45 18:46 18:46  〇 

19:05 19:06 19:08 19:09 19:10 19:11 19:12 19:12 19:13 19:13 19:14 19:15 19:16 19:16   

 

※橙色：現行の運行便の延伸 青色：現行より増便 色なし：現行の運行（一部で運行時間を変更） 

※ダイヤについては、調整中であり変更する場合があります。 
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② 全体概況 

再編後の概況は、次のとおりです。 

✓便数は、現行の維持または増加を図る。 

 ※三上コースは、運行遅延等を考慮した乗務員の休憩時間確保等を図る観点から、減便 

ただし、利用の多い近江富士団地周辺等は、滋賀バス㈱湖南野洲線が１時間あたり１～２便運行 

✓停留所実数は、利用実態等を考慮しつつ、一部を廃止したほか、各コースのコースタイム削減を図る意

図から、安治、衹王（現・衹王・中里）、中央循環コースで経路を一体的に見直し 

✓上記に伴い、停留所通過数の削減、コースタイム短縮とし、乗車時分短縮による乗務員の負担軽減 

✓１日の走行時分は、概ね現行程度か削減により乗務員の負担軽減 

 

 

表 再編前後比較 

コース 
便数 

(便/日) 

停留所実数 

(箇所) 

停留所通過数 

(箇所/日) 

コースタイム 

(最長便の所要時分) 

1 日あたり走行時分 

(1 日の運行時分計) 

 現行 再編 増減 現行 再編 増減 現行 再編 増減 現行 再編 増減 現行 再編 増減 

あやめ 6 6 0 32 28 -4 278 263 -15 1:17 1:11 -0:06 6:32 6:38 0:06 

安治 6 7 1 30 21 -9 260 219 -41 1:15 1:03 -0:12 6:26 6:58 0:32 

衹王 6 7 1 35 26 -9 274 236 -38 1:25 1:01 -0:24 6:43 6:42 -0:01 

篠原 6 7 1 29 27 -2 247 242 -5 1:18 1:09 -0:09 6:40 6:58 0:18 

三上 10 9 -1 23 23 0 230 207 -23 0:33 0:32 -0:01 5:15 4:48 -0:27 

希望が丘 8 8 0 34 33 -1 246 238 -8 0:53 0:53 0:00 5:53 5:45 -0:08 

中央循環 7 10 3 37 11 -26 273 257 -16 1:01 0:42 -0:19 6:39 6:39 0:00 

計 49 54 5 125 120 -5 1,808 1,662 -146    20:08 20:28 0:20 

 

③ 運賃 

以下の対応を図ります。 

・交通系 ICカード（ICOCA等）支払の導入 

※現利用者の約 75％がカードを保有している（令和７年度利用者アンケートより）ことを踏まえ、 

 利便性向上施策として実施 

※ICカードは JR野洲駅、篠原駅等で購入・チャージ等が可能 

・運賃の設定額は、現状を維持 

・乗継ぎは、特定の乗継箇所にて１乗車目の降車時に乗継ぎ券を受け取ることで、２乗車目に追加運賃無

しで乗車可能 

※対象：おのりやすどうし、またはおのりやすと近江鉄道㈱永原循環線 
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図 路線図 現行【全体】 
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図 路線図 再編案【全体】 
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(7) 再編概要 コース別 

① おのりやす あやめコース 

視 

点 

・近江鉄道㈱吉川線と一部経路が重複。吉地以北は早朝・夜間のみも運行のため、 

時間帯によりおのりやすと役割分担を図ることが現有資源活用に寄与 

・現行「野洲病院前」での乗降は平日乗降者計 61.4人/日のうち 1.4人/日にとどまる 

・第 2便「野洲駅南口」から「乙窪工業団地北口」で通勤利用あり 

対 

応 

・吉地以北は、早朝・夜間（6～7、15～21時台）の吉川線、8～17時台はおのりやすで役割分担 

・野洲駅～乙窪は地域公共交通計画で補助地域軸と位置づけたことから他路線と連携し便数確保 

・便数確保を優先するため、目的地までは乗継を前提とし、野洲駅北口停車として運行距離及び運行時

分を短縮 

・運行経路整理のため、吉川・下堤自治会周辺での経路を見直し（吉川北停留所の廃止、吉川野菜出荷場

停留所の新設、運行経路見直し等） 

・路線バスとの連携のため近江鉄道㈱竹生口停留所付近へ竹ヶ丘停留所を新設 

参考表 近江鉄道㈱吉川線時刻表 
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表 時刻表 あやめコース 

 

 

 

                         ※乗継等の調整により変更する場合がある 
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図 路線図 現行【あやめコース】 
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図 路線図 再編案【あやめコース】 
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② おのりやす 安治コース 

視 

点 

・衹王・中里、安治とも、あやめ、中央循環等との経路が重複する区間が多い 

・各路線の乗り入れる総合体育館駐車場は地域医療センター開院に伴い抜本的な路線再編が必要 

・各地区内部まで乗り入れる停留所を設置しており運行時間増大へ影響 

・安治コース第１便で通勤利用あり 

対 

応 

・安治及び衹王・中里の２コースを一体的に再編し重複区間の運行を効率化 

※比留田地区（衹王・中里コース）を安治コースへ移管 

（比留田東、西河原東、さざなみホール駐車場前停留所は利用僅少のため廃止） 

・便数確保を優先するため、目的地までは乗継を前提とし、野洲駅北口停車として運行距離及び運行時分

を短縮。これに伴い、現行経路（湖南病院、五反田経由）を変更（錦織寺前、五之里経由） 

・上記にあわせ、北部合同庁舎周辺の走行順序を調整 
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表 時刻表 安治コース 

 

 

 

 

                        ※乗継等の調整により変更する場合がある 
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図 路線図 現行【安治コース】 
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図 路線図 再編案【安治コース】 
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③ おのりやす 衹王コース 

視 

点 

・衹王・中里、安治とも、あやめ、中央循環等との経路が重複する区間が多い 

・各路線の乗り入れる総合体育館駐車場は地域医療センター開院に伴い抜本的な路線再編が必要 

・各地区内部まで乗り入れる停留所を設置しており運行時間増大へ影響 

対 

応 

・安治及び衹王・中里の２コースを一体的に再編し重複区間の運行を効率化 

✓比留田地区を安治コースへ移管。名称を「衹王・中里コース」から「衹王コース」へ変更 

✓家棟団地周辺経路を安治コースから衹王コースへ移管 

・新上屋停留所（希望が丘コース）を本コースへ移管 

・桜生自治会館前停留所（篠原コース）を本コースへ移管 
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表 時刻表 衹王コース 

 

 
 

※乗継等の調整により変更する場合がある 
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図 路線図 現行【衹王コース】 
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図 路線図 再編案【衹王コース】 
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④ おのりやす 篠原コース 

視 

点 

・非効率な経路は近年整理が進み一定の最適化 

・一部経路では近江鉄道野洲村田線等と重複 

・第１便「小南自治会館前」「新上屋」通勤利用あり 

対 

応 

・篠原学区の要望により、基本的には現状維持とした 

・桜生自治会館前停留所を衹王コースへ移管 

 

 

表 時刻表 篠原コース 左回り 

 

 

 
 

※乗継等の調整により変更する場合がある 
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表 時刻表 篠原コース 右回り 

 

 

 
 

※乗継等の調整により変更する場合がある 



- 22 - 

 
図 路線図 現行【篠原コース】 
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図 路線図 再編案【篠原コース】 
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⑤ おのりやす 三上コース 

視 

点 

・おのりやすの中では利用が多いが、滋賀バス㈱湖南野洲線と重複区間が多い 

・保有する唯一の小型バスで運行しており需給バランスの面では適している一方、車いすや輸送量の視

点からは滋賀バス㈱湖南野洲線と連携すれば必ずしも小型バス車両は不要 

・三上コース第１便 11月最大遅延 21分、最小遅延 1分、月平均 7分遅延、現行休憩時間 20分 

遅延と乗務員休憩を考慮すると、折り返し休憩時分は 30分程度の確保が必要 

対 

応 

・車両を小型化することによる積み残し及び車いす利用者は滋賀バス㈱湖南野洲線へ誘導 

※小型バス車両は近年利用が増加する中央循環コースへの移管を想定 

・遅延時間が日々異なるため、バス待機時間に余裕を確保し、運行時間調整により定時運行と運転手休息

確保を図る必要があることから、便数を削減し必要時分を確保（10便から 9便へ） 
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表 時刻表 三上コース 

 

 

 
 

 

※乗継等の調整により変更する場合がある  
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図 路線図 現行【三上コース】 
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図 路線図 再編案【三上コース】 
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⑥ おのりやす 希望が丘コース 

視 

点 

・花緑公園方面の停留所で利用が僅少 

・にっこり作業所、びわこ学園、さくら墓園前等で特定の利用者の定常的な利用 

・にっこり作業所は近江鉄道㈱辻町停留所に近接する（2～6便/平日運行）が、施設側より通所者を踏ま

え利用困難との強い要望 

・近江鉄道㈱花緑公園線と重複するが平日は午前中 6往復のみ 

対 

応 

・新上屋停留所を祇󠄀王コースへ移管 

・利用実態や沿線施設等の要望を踏まえ、本再編では現状維持とする 

・さくら墓園利用者の滞在時分を考慮し巡回経路を見直し 

 

 
 
 

表 時刻表 希望が丘コース 北桜行 

 

 

 

※乗継等の調整により変更する場合がある 

 

 



- 29 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

表 時刻表 希望が丘コース 野洲駅行 

 

 

 
 

※乗継等の調整により変更する場合がある 
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図 路線図 現行【希望が丘コース】 
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図 路線図 再編案【希望が丘コース】 
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⑦ おのりやす 中央循環コース 

視 

点 

・市内主要施設を循環し、近年利用が増加傾向にあるが車いすでの乗車が不可 

・小型バスで運行が困難な狭小道路、車いす乗降箇所あり 

・第１便で通勤利用多数（降車：湖南病院、乙窪口、北部合同庁舎前、乙窪工業団地北口） 

・乗降が多いバス停留所は、多い順に野洲駅南口、アル・プラザ前、乙窪工業団地北口、湖南病院、永原

住宅前、家棟団地、北部合同庁舎前 

対 

応 

・運行便数確保を最優先とし、野洲駅北口発着化、経由箇所削減等、抜本的に再編 

※利用の多い永原住宅前、家棟団地は衹王コース及び近江鉄道㈱永原循環線増便により対応 

・地域公共交通計画で位置づけた補助地域軸である拠点間輸送の強化を図る 

・三上コースの小型バスを本コースに配置転換し車いすへ対応。このため細街路を経由する箇所の経路を

見直し 

 

表 時刻表 中央循環コース 
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表 時刻表 中央循環コース 

 

 

 
 

※乗継等の調整により変更する場合がある 
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図 路線図 現行【中央循環コース】 
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図 路線図 再編案【中央循環コース】 
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